
介護保険料検討会  
資料2  

5回（20／2／29）   

「段階別定額制」から「定額制＋定率制」に移行した場合  

のシミュレーション結果の概要  
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○シミュレtションの対象とした保険者  

保険者の規模   
第3期  

保険料基準額（月額）  最高段階額（月額）   

A保険者  被保険者数40万人以上の保険者   約4，200円   約8，300円   

B保険者  被保険者数30万人以上の保険者   約4，700円   約9，400円   

C保険者  被保険者数5万人以上の保険者   約4，800円   約9，600円   

D保険者  被保険者数1万人以下の保険者   約4，400円   約6，500円   

○シミュレーションにおける変数  
②貝武課限度額（月額）   

ア 8，000円   

イ10，000円   

ウ12，000円  

①年金収入からの控除額   
a O円   
b 80万円   
C153万円（旧ただし書き方式）  

③応能■応益割合   

α 60：40   

β 50：50   

γ 40：60  
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○現行の段階区分  
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第7～9段階  

市町村民税課税かつ基準所得金額  

6・7区分（A：250万B：200万C：400万）  

7■8区分（A：700万B：300万）  

8・9区分（B：600万）  以上  

第2段階●′  

世帯全員が市町  

村民税非課税  

かつ本人年金収  

入80万円以下等   

第5段階  

市町村民税課税  

かつ基準所得金  

魚200万円（年   

金収入320万   

円）未満   

第6段階  

市町村民税課税  

かつ基準所得金  

額200万円（年  

金収入320万  

円）以上  

第4段階  

本人が市町村  

民税非課税  

（世帯に課税者   

がいる）  

第3段階  

帯全員が市町  

村民税非課税  

かつ本人年金収  

入80万円超等  

※5段階－6段階を区分する合計所得金額  

はA保険者は150万、B保険者は147万  
※市町村民税非課税  

1人世帯＝・年金収入155万（C■D保険者は148万）までの層  
2人世帯‥・年金収入211万（C・D保険者は192．8万）までの層  

※シミュレーションにおいては、第3段階、第5段階については、3人以上の世帯を除いて計算。  

※A・B保険者は生活保護区分1級地、C・Dは生活保護区分3級地。  2   



シミュレーション結果一覧  

賦課限度頗を変更  

パターン2  パターン3  
パターン1  

（D控除額  ①控除籠  C153万円  C153万円  
（D控除額  C153万円  

②賦課限度転  （a賦課限度額  イ10，000円  ウ12．000円  ②賦課限度嶺  ア 8，000円  

③応能：応益  β 50：50  ③応能：応益  β 50二50  ③応能：応益  β 50：50  

（応能）A：2．63％B：4．52％C：8．53％D：17．76％  
（応益）A：2，075B：2，347C：2，400D：2，175  

（応能）A：2．41％B：3．96％C：6．52％D：9．54％  

（応益）A：2，075B：2，347C：2，400D：2，175  
（応能）A：3．2％B：9．2％C：不均衡D：不均衡  

（応益）A：2，075B：2，347C：不均衡D：不均衡  

応能応益割合を変更  ※不均衡・・■料率を100％にしても、保険料必要  

収納額を賄うことができないことをいう。  
パターン4  

（D控除薩  C153万円  

②賦課限度額  ア 8，000円  

③応能：応益  γ 40：60  

（応能）A：2．35％B：4．94％C：14．73％D：不均衡  

（応益）A：2，435B：2，691C：2，780D：不均衡  

控除鏡を変更  

パターン6   

①控除額   a O円   

②賦課限度額   ア 8，000円   

③応能：応益   β 50：50   

パターン5  

①控除額  b 80万円  

②賦課限度額  ア 8，000円  ニ  

③応能：応益  β 50：50  

（応能）A：1．16％B：1．56％C：1．86％D：1．87％  
（応益）A：2，075B：2，347C：2，400D：2，175  
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（応能）A：1．88％B：2．96％C：4．32％D：4．89％  

（応益）A：2，075B：2，347C：2，400D：2，175  



○他制度の料率  

料（税）の料率（4方式の場合  

所得割率  世帯の総所得金額等  7．36％   

18，973円  
（約1，581円／月   

23，230円  
（約1，936円／月   

24，002円  
（約2，000円／月  

資産割率  世帯の固定資産税額  

均等割額  世帯の被保険者数  

平等割額  

※料率は平成18年度の全国平均値（速報値）。ただし資産割は定額として算定。  

後期高齢者 医療保険料の料率  

（6．53％～  

9．63％）  被保険者の総所得金額等  

35，300円～  

50，935円  
（約2，942円～  

約4，245円／月）  

応益割額 

※料率は平成20年度の各広域連合の設定状況（平成19年12月3日現在）   
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パターン1  （①控除額：153万円②賦課限度額：8，000円③応能：応益割合：50：50）  

A保険者 応能：3．2％ 応益：2，075円  

（保険料基準籠×）  

153155  246．4 270  370375．2  
年金収入（万円）  
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パターン1（①控除額＝153万円②賦課限度額‥8，000円③応能＝応益割合：50：50）  

B保険者 応能：9．2％ 応益：2，347円  

（保険料基準嶺×）  

153155189．7 226．7 267  
年金収入（万円）  

C保険者 均衡せず  

D保険者 均衡せず   
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パターン1（①控除額＝153万円②賦課限度額＝8，000円③応能＝応益割合＝50＝50）  

A保険者 応能：3．2％ 応益：2，075円  

（保険料基準績×）  

0  

（保険料基準縫×）  

153176．3211 246．4  270  375．2  
年金収入（万円）  

※夫婦世帯において「配偶者が非課税者の場合」の配偶者は控除対象配偶者（年金収入158万以下）である非課税者とし、  
「配偶者が課税者の場合」の配偶者には控除対象配偶者（年金収入158万以下）を含まないものとする。次頁以降同じ。  
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パターン1（①控除額‥153万円②賦課限度額＝8，000円③応能＝応益割合‥50＝50）  

B保険者 応能：9．2％ 応益：2，347円  

（保険料基準額×）  

0  

（保険料基準頗×）  

153168．3  211226．7  267  
年金収入（万円）  

第5虚階   



パターン1（．①控除額＝153万円②賦課限度額＝8，000円③応能＝応益割合＝50＝50）  

C保険者 均衡せず  

D保険者 均衡せず  
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パターン2  （①控除額：153万円②賦課限度額：10，000円③応能：応益割合：50：50）  

A保険者 応能：2．63％ 応益：2，075円  

（保険料基準額×）  
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パターン2（①控除額＝153万円②賦課限度額＝10，000円③応能＝応益割合＝50‥50）  

B保険者 応能：4．52％ 応益：2，347円  

（保険料基準額×）  

153155  227．8  267  320 356．1420  
年金収入（万円）  
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パターン2（①控除額＝153万円②賦課限度額‥10，000円③応能：応益割合‥50‥50）  

C保険者 応能：8．53％ 応益：2，400円  

（保険料基準簸×）  

148153 203．6259．9320  520  
年金収入（万円）  

12   



パターン2（①控除額＝153万円②賦課限度額‥10，000円③応能：応益割合‥50：50）  

D保険者 応能：17．76％ 応益：2，175円  

（保険料基準額×）  

148153175 205．9 320  
年金収入（万円）  
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パターン2（①控除績‥153万円②賦課限度額＝10，000円③応能‥応益割合：50＝50）  

A保険者 応能：2．63％ 応益：2，075円  

370  514．6  153155  266．6 270 295  
年金収入（万円）14   



パターン2（①控除額：153万円②賦課限度績‥10，000円③応能‥応益割合‥50＝50）  

B保険者 応能：4．52％ 応益：2，347円  

（保険料基準額×）  

年金収入（万円）15   153155   227．8  267  320 356．2 420  



パターン2（①控除額‥153万円②賦課限度額‥10，000円③応能‥応益割合：50‥50）  夫婦世帯  

C保険者 応能：8．53％ 応益：2，400円  

（保険料基準額×）  

0  

（保険料基準額×）  

153169．9 192．8  259．9 320  520  
年金収入（万円）  

2．0  

配偶者が1．65  

課税者の  

場合  

第6段階  第7段階   第4段階  

年金収入（万円）16   259．9 320  520  203．6  148153  



パターン2（①控除額‥153万円②賦課限度額＝10，000円③応能＝応益割合＝50‥50）  

D保険者 応能：17．76％ 応益：2，175円  

（保険料基準額×）  

0  

（保険料基準額×）  

153160．4192．8205．9  320  
年金収入（万円）   

0．5  



パターン3  （①控除額：153万円②賦課限度額：12，000円③応能：応益割合：50：50）  

A保険者 応能：2．41％ 応益：2，075円  

（保険料基準簸×）  

153155  270 308  370 647．2 820  
年金収入（万円）  
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パターン3（①控除額‥153万円②賦課限度額‥12，000円③応能‥応益割合：50＝50）  

B保険者 応能：3．96％ 応益：2，347円  

（保険料基準額×）  

153155  238．3  267  320  420 445．5  
年金収入（万円）  
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パターン3（①控除額＝153万円②賦課限度額＝12，000円③応能‥応益割合‥50‥50）  

C保険者 応能：6．52％ 応益：2，400円  

（保険料基準頗×）  

2．0   

1．65  

1．25  

0．75  
0．6  

0．5  
I 

I l  

I l  

1段  旨 第2段階   ； l 第5嘩階  弟6段階  第7段階  
l  

0  148153 219．3 320 329．7 520  
年金収入（万円）  
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パターン3（①控除績＝153万円②賦課限度額＝12，000円③応能：応益割合‥50＝50）  

D保険者 応能：9．54％ 応益：2，175円  

（保険料基準額×）  

148153194 276．6 320  
年金収入（万円）  
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パターン3（①控除額‥153万円②賦課限度額：12，000円③応能＝応益割合＝50＝50）  

A保険者 応能：2．41％ 応益：2，075円  

（保険料基準額×）  

0  

（保険料基準績×）  

153184 211  270  308．3  370  年金収入（万円）  647．2   

年金収入（万円）22   153155  270  308．3  370  647．2  



パターン3（①控除額‥153万円②賦課限度額‥12，000円③応能＝応益割合＝50＝50）  

B保険者 応能：3．96％ 応益：2，347円  

（保険料基準額×）  

0  

（保険料基準縫×）  

153188．6 211238．4  267  320  420 445．5  
年金収入（万円）  

153155   238t4  267   320  420445・5  
年金収入（万円）23   



パターン3（①控除額‥153万円②賦課限度額：12，000円③応能‥応益割合＝50：50）  

C保険者 応能：6．52％ 応益：2，400円  

（保険料基準額×）  

0  

（保険料基準額×）  

153175．1192．8 219．2   320 329．7 520  
年金収入（万円）  

148153  219．2  320 329．7 520  
年金収入（万円）24   




